〈ニュースリリース〉

2004年5月２5日

デュポン㈱、ニッカン工業㈱と共同で、

二層フレキシブル回路基板材料の製造工場を日本で新設

デュポン株式会社（本社：東京都千代田区、社長：小林昭生）は、急速に需要が拡大しているフレキシブル回路基板向け材料、デュポンTMパイララックス®を、従来より緊密な業務提携関係にあるニッカン工業株式会社（本社：東京都目黒区、社長：平山圖南）と共同で日本国内にて製造工場を新設、来年から生産を開始します。デュポンの持つポリイミド樹脂技術および銅箔とポリイミドとの接合技術と、日本市場顧客に評価の高いニッカン工業の量産技術を融合させた製品を供給することにより、更なる拡販を目指します。

近年、世界的に携帯電話やデジタルカメラ等の電子等機器用途向けフレキシブル回路基板の需要が急速に拡大しており、その影響を受けて、特に二層材とよばれる汎用樹脂接着剤を介さず、銅箔とポリイミドのみで構成された高性能なフレキシブル回路基板用銅張積層板材料（FCCL）の需要が急増しています。この傾向は、より高性能なフレキシブル回路基板を求める日本市場で特に顕著となっています。

デュポンは、これまでフレキシブル回路基板材料としてパイララックス®二層FCCL製品を米国等海外の製造工場で製造し、全世界に供給してきましたが、現在の供給能力では今後の旺盛な需要に対応することが困難になると判断し、工場新設による増産を決定しました。

需要の中心が日本を中心とするアジア地域に偏在していることから、日本でのフレキシブル回路基板材料製造販売では最大手であるニッカン工業㈱と共同して、同社製造関連会社の高萩ニッカン㈱（茨城県高萩市）敷地内に、新たに二層FCCL製品であるパイララックス®ＡＸ製品の製造工場を建設します。これにより、従来のシート形状での供給に加え、ロール形状での供給が可能となります。

新設する工場の生産能力は１５０万㎡／年を計画しており、２００４年秋に工場設備が完成、２００５年初頭よりサンプル出荷を行う予定です。
1802年に創立されたデュポン社は、米国デラウェア州ウィルミントンに本社を置くサイエンス・カンパニーです。世界70カ国余りに拠点があり、エレクトロニクス、輸送、住宅・建築、通信、農業、栄養食品、安全・保護、アパレル分野で、科学的な発見や発明を基盤に、人々の生活を豊かにする製品やサービスを提供しています。
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注）パイララックス®は米国デュポン社の登録商標です。

　　　

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　フレキシブル材料部　荻田竜哉

電話（03）5521-8657
